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〔1〕システム全体図

システム概要
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システム概要一 一入力電圧値

〔2〕入出力電圧値
、

系 統 測定端子 
(線色） 電圧および条件

車速センサ.
瓤 參’鑄^

⑥(则 エンジン停止（イダニッション〇1^1)で車をゆっくり押すと0一5ソを 

繰り返す

イゾニッシヨンパルス ⑤⑺ (イグニッションパルス系の点検の項参照卩144 )

入

アクセル5评 ⑲(㈣ アクセル開放時：約〇 V アク七ル踏込： 電圧

アクセル開度3冒 ④（則 アクセル開放時：約0 V アクセル全開： 8八丁丁電圧

力 インヒビタ3评 0 ⑫(丫评)

各レンジセレクト時：約0V
その他 ： 8八丁丁電压03 ⑭(丫只)

II ③(則
V

ブレーキ3界 ⑮⑽) ブレーキ開放時：約〇 V ブレーキ踏込時： 8人丁丁電压

八/〇：信号 ⑬(0則 八/〇コンプレッサ〇卩卩：約〇 V 八/〇コンプレッサ〇X : 3八丁丁電座

電磁クラッチ ㊉ ⑬⑽） 尸.Xレンジ（逆励磁）： 6〜8ゾ 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ）
0フ〜2爪

出
㊀ ⑨(謂) レンジ（逆励磁）： 7〜8乂 走行レンジでアクセル開放（ドラッグ）

, : :約〇ソ

クラッチ信号 ⑧叫 レンジ： 8八丁丁電圧 クラッチ通電時：約0.6〜〇マソ

力
〇3ソレノイド ⑦⑽)

鼇

〇3レンジ：約〇 V 〇3レンジ以外： 3八丁丁電圧

クラッチ温 
警報ランプ

⑪⑻ ランプ点灯時：約〇 V ランプ消灯時： 8八丁丁電压
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システム概要 セルフダイアグノー シス機能

〔3〕セルフダイアグノーシス機能

自己診断機能としてトラブルコードー覧表に示す入出力の点検を行なう。自己診断機能は10 01^すると働 

き、信号の入出力が正常に行なわれると該当するトラブルコードを消していく。10 3界を〇卩卩した場合は 

トラブルコードはメモリされない。また、運転中に行なわなかった操作に関する入出力についてはトラブル 

コードどして残っているので、実際には、必ず自己診断の手順122)に従って点検すること。表示は已011 

内蔵の1^0によって行なう。

トラブルコード

2

3

4

5

6

7

故障箇所

クラッチコイル回路系

点滅パタ ー
単位：秒

1
1 — 1

1 1
1

1
11

0.5
1—

2 V 0.5
\

2
，-1

0.5

アクセル開度スイッチ信号系

アクセルスイッチ信号系

〇レンジスイッチ信号系

〇5レンジスイッチ信号系

IIレンジスイッチ信号系

車速センサ信号系

ブレーキスイッチ信号系

+
0.5 0.5 0.5 2 0.5 0.5 0.5

0.5 0.5 0.50.5 0.5 0.5 0.5 0.50.5 0.5

画驪矍

1

圓鑾1鑾匾-

トラブルコードが複数の場合 例）|と3のとき

卜 -1--------------1-^1111
0.5 2.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

く參考〉

エンジン始動後も〇乙じ丁〇只丁五厘？ランプが消灯しないときは、イダニッシヨンパルス信号系ぼ〇じを含む) 

の故障である
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システム概要 フェイルセーフ機能

〔4〕フヱイルセーフ機能

故障個所

アクセル8界系

スピードメータ 

または

車速センサ系

故.障内容

アクセル3评が一度も 

〇卩卩にならない 

(アクセル3墀はN0
接点）

車速信号が入力されな

い

故障時の制御

アクセル開度3界〇卩ドとエンジン回転数 

1，000の信号を検知し、クラッチを通電状

態とする 〇

エンジン回転数1，3001^111以上でアクセル踏み込 

みと判断する

目 的

走行不能防止

エンジンブレーキの

確保

クラッチ回路 クラッチ回路がショー 

卜または断線している

逆励磁とする 

(走行不可となる）※1
丑〇じ破損防止

インヒビタ 

3贾系

複数のレンジ3界が 

0：^になった状態が 

1秒以上続いた

アクセル踏み込みまたは車速201011/卜以上で 

レンジと判断する

トランスミツシヨン

保護％ 2

く注記〉※1ショート/断線の検出はF.Nレンジでしか行われないので、走行中にこのフェイルセーフ機能に

よってクラッチか'切れてしまうことはなし 〇

糸2 アクセル開放かつ車速201011外未満のときのみ逆励磁となり、尺—セレクト可となる
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2 自己診断 N2

トラブルシューテイングのステップ
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基本点検

お〇ソ丁の不具合は，基本的な点検.調整の段階で解決する場合が多いので，本格的なトラブルシューティングを 

実施する前に，必ず実施する

6011の交換を行なう場合クラッチ回路が正常であることを確認後実施

くエンジン調整〉

アイドリング回転数 800 土 50

点火時期(日丁〇〇/「叩!） 10° ±37800

くストール回転数〉

0レンジでストール状態のエンジン回転数を測定することにより，トランスミッション内部のベルト.プーリ等 

の作用，電磁クラッチ等の作用，エンジン出力の良否を診断する 

⑴テスト前の準備

エンジンオイル，冷却水，圮〇ソ丁フルードを点検し，充分暖機後実施する 

⑵テスト手順

① エンジン回転計を運転席から見える位置に取付ける

② 前後輪に確実に輪止めをし，さらにハンドブレーキを引く

③ セレクトレバーを！）レンジにセットする

④ 左足でフットブレーキを強く踏みながら，アクセルペダルをゆっくり全開まで踏込む

⑤ エンジンが一定回転で安定したら，その回転数（ストール回転10をすばやく （5秒以内）読取り，アクセ 

ルをもどす0

⑥ セレクトレバーをXレンジに入れ，アイドリングで休み，1分以上冷却する 

，⑦ストール回転数を記録する

ストール回転数(「口⑴)

0レンジ 2,300〜2,900

くトランスミツシヨンコントロールケーブル〉

(1) スロットルボデー側が全開時には，トランスミッシヨン側も全開になっていること

(2) スロットルボデーのスロットルバルブが全開，全閉になること

(3) スロットルボデーのスロットルバルブ全開にしてコントロールケーブルを引張り遊びが基準値内にあること

0.5〜2.5㈣]

(4) 基準値内にない場合は，コントロールケーブルのロックナットをゆるめ，長さを調整する
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基本点検

くアクセルスイッチ.アクセル開度スイッチ〉

アクセルペダル上での両スイッチの作動点を確認する。

⑴点検 ，

各スイッチは図のようにペダルを離した状態から、そ 

れぞれの作動点で0Nから〇卩卩になる。

鲁アクセルスイッチは4 土 2丽ストローク時 

參アクセル開度スイッチは16 土 2丽ストロー ク時

⑵調整.

カムを回転させて調整する。

くセレクトケーブル〉

セレクトケーブルの位置が正しく調整されているか確認する。

①トランスミッション側アームをニュートフル位置にする。

図のように、ケースのリブと平行になる位置がニュートラル位置である

②車体側セレクタレバーを位置に合わせる 〇

③取付ボルトをゆるめ、再び締め付ける。丁1.5 ±0.41填-111

取付ボルト

ケースのリブ

円丨8 53-690
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基本点検

くインヒビタスイツチ〉

⑴点検

① インヒビタスイッチのコネクタを外す

② 各レンジでの導通を点検

インヒビタスイッチ

注意 ^ ^ 0, 〇3レンジでは，⑧〜⑨端子間に導通がなし

とも点検.

⑵調整

① インピビタスイッチ取付ボルトをゆ、るめる

② セレクトレバーレンジ

③ インヒビタスイッチの位置（¢2のロッドが入る）に合わ「19.9 

せる

④ セレクトレバーを？レンジ側に軽く押しながら取付ボルトを締付ける

6 5 4 ><[3 2 1
12 11 10 9 8 7

？ 8 〇
(:) 1

(: 2
(:5 3

( 4
9 5
6 ( ( 1 12

( 7
〇 (:5 9

1) 8
〇 り 10

¥0
丫妁

丫8

V

6

㈣
8し

8闩

8丫
33-691

可動盤， ケース，

ロケータ

位置決めピン

ロケータ 取付ボルト用穴（2か所)
ハーネス

パ

1〇 コネクタ N3-692
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基本点検

くコネクタ類〉

£01；とブラシホルダのコネクタが確実に結合されていること

嘯

シフトロック 
コントロールユニット

円9-11

く油もれ〉

トランスミッシヨンから油もれがないこと

くオイルレベル〉

ビ〇ソ丁フルードが規定量入っていること

くライン圧〉

ロードテスト，ストールテストの結果，ベルト&プー 

リに滑りがある時，また，変速車速の感じが正しくない 

時，ライン圧を点検 

春測定要領

① サイドケースについている庄力取出プラグを取外

す

② 压力取出口に3 丁，アダプタを取付け，オイルプ 

レッシヤゲージと結合

〔5 丁）498575400オイルプレツシャゲージ

498895400 プレッシャゲージアダプタ

③ オイルプレッシャゲージを適当な位置に取付ける

④ 0レンジアイドリング状態で計測

14ね/伽2以上
修痛

充分に暖機後，ライン压測定をする

ノ

83-693

ライン圧

(エンジン回転数2000「卩⑺）
10.5〜27.54/〇田:

121



2 自 己 診断

実施手順

(炎1)軽く踏む程度でよい。また，エンジン回転は，1，2001^1X1以下におさえる 

(浓2)上記操作を行わない場合，正常でも点滅する

トラブルコードの読みかた

圮(：11の1^：1)(緑色発光ダイオード）の点滅により，トラブルコードを表示
/今

エンジン回転が入力されないときは〇しじ丁〇只丁辽河？ランプが点灯したままとなる。

〈表示例〉

①トフフルコード2の場合

②トラブルコード1，3の場合

(トラブルが複数の場合，全項目を順番に表示)
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自己診断

——トラブルコードの読みかた 

くトラブルコードー覧表〉

トラフルコード 診断項目 診断内容（どういうときに点滅するか）

1 クラッチコイル回路系

① 走行レンジで（指示電流値2.62八以下のとき）クラッチ電流を制御 

できない状態が3秒以上続いた場合

② クラッチ回路のショート断線を検出した場合 

(検出は；？.レンジでしか行わない）

2 アクセル開度スイッチ系 ① 電源0 X後一度もスイッチの0N/0FFが変化しない場合

② アクセル3墀〇…（アクセル開放）でアクセル開度3胥〇ドド 

(開度大）の状態が1秒以上続いた場合3 アクセルスイッチ系

4 0レンジスイッチ系

① 電源0 \後一度もスイッチのが変化しない場合

② 複数のレンジ3评が〇 Xの状態が1秒以上続いた場合 
(全レンジN0となる）

5 〇3レンジスイッチ系

6 尺レンジスイッチ系

7 車速センサ系
① 電源0 X後周期1秒以内の車速パルスが入力されない場合

② 車速センサ系のフェイルセーフが作動している場合

8 ブレーキスイッチ系 電源01^後度もブレーキ0N (踏込）とならない場合

〈參考〉

鲁エンジン始動後も（:しじ丁〇只ランプが消灯しないときは、イダニッシヨンハ。ルス系（五(：11を含む) 

の故障である。？144の手順に従って点検する。

籲電磁クラッチ本体の機械的故障の場合は、診断と表示はしない。
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3 トラブルコードに基づく点検

-

トラブルコード1
—

クラッチコイル回路系統 卩125
： 乂;.

トラブルコード2
1

アクセル開度スイツチ系 9129
， - 暴

トラブルコード3
V

アクセルスイッチ信号系統 9129

厂

トラブルコード4 0レンジスイッチ信号系統 I3132
|一 ———―'——----------------- -------------------------------------------^一一—-十二-------------------------------------二---——-1-—―|

トラブルコード5
1 ^

〇3レンジスイッチ信号系統 户134

トラブルコード6 闪レンジスイッチ信号系統 卩136

トラブルコード7
V 車速センサ信号系 9138

トラブルコード8
V

ブレーキスイッチ信号系 9141

注意

春複数のトラブルコードが出力されている場合は，初めの方から1つづ、つトラブルシューティングを行う 

鲁1つの修理が終了するごとに自己診断を行い，そのコードが消えていることを確認
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トラブルコードに基づく点検------- トラブルコード1

トラブルコード1 クラッチコイル回路系

--------- 診断内容一-------------------------------------------------------------------- ---------------------------------------------------------------------------- ----------不具合現象一一:---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

#クラッチコイル回路の断線またはシヨート 鲁発進できない

鲁ブラシホルダ不良 籲エンジンふき上がる

籲電磁クラッチ本体不良

点検手順

0 ^

N0

〇ド

〇ド

-もと通り組み立て発進できるか点検

|発進できる I発進できなI

発進できない

1発進できる

取り外した 
日〇〇不良

(§2) ^32)

广8 7 6 5 1-----1 4 3 2
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

卜9.12 53-694
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トラブルコードに基づく点検 トラフルコード1

1 クラッチ電流，電圧の測定

(1)左図のように配線し、電流.電圧を測定する.。

-基準値に入らないとき

ブラシホルダ
ボデーハーネス コネクタ

電流0八

電圧0 V

回路断線または

ホア'ーハーネス㊀側シヨート

電流約一120111八

電圧0 V
上記以外でショート

「也13 人
^37 33.695

⑵
、錄〉:?く:餐你級:.(雜^

，ン'へ:..〜..:.:，:：

電流 0.2〜0.3八

電圧 0.7- 2 V

基準値に入らないとき

電流0八

電圧10ン以上
ブラシホルダ〜クラッチ部断線

電流0人

電圧0 V
㊉側回路のショート

電流 一55111八

電圧 6〜8 V

インヒビタ系不良または

イグニッションパルス系不良

電流0#3人以下

電圧 3 V以下

‘ブラシホルダ〜クラッチ部

㊀佴丨]ショート

電流0,3人以下

電压 3 V以上

ボア、ーハーネス部

ら俏丨]ショート

〇ド電磁クラッチ交換 N6 囹へ
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クラッチ

「19,17 只 巳
〔〇〕 33-699

「19.16 33-698

(1) ブラシホルダコネクタを分離する。

(2) ブラシホルダの①〜②端子間の導通を点検する

⑶ブラシホルダの端子〜ボデーアース間の絶縁を点 

検する。
導通なし1

〈參考〉

-ブラシ〜スリップリング間の接触抵抗は不安定

であるのでテスタでは正しい値が得られないこと

が多い。

-正しく抵抗を測定するには左図の様に配線し、

電流値.電圧値を測定する。その数値から抵抗値

を計算する。

-クラッチコイル単体の抵抗値は20でで約1.72 

である。

㊀只㊉

0ドもと通り組み立て発進できるか点検N6囡へ

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード

E〇リ〜ブラシホルダ間のハーネス点検

㊃

(&)
广8 7 6 5 1 4 3 .2 ハ
18 17 16 15 14 13 12 11 10

14 8ふ696

〇^〇

㉘
く8 7 6 5 1-- 1 4 3 2
11V 二..^^^;

17 16 15 14 13 12 11 10 9

N9.15 33-697

(1) イグニッシヨン3评〇ドド‘

(2) 圮〇じコネクタとブラシホルダコネクタ

を分離する。
⑶コネクタの⑨端子〜(@)コネクタ②端子間の導

通とボデーとの絶縁を点検する。:..’
^ へ

@コネクタのメスピンにチスタ棒で直接さ 

わづてはいけない。必ずオスピンを差し込んで
籲，鬱# X ^ 9 ‘，镰參

テスタを使用すること。ノ

コネクタ間 導通あり

コネクタ〜ボデー間 導通なし

⑷柯コネクタ⑬端子〜@)コネクタ①端子間の導通と 

ボデーとの絶縁を点検する

コネクタ間 導通あり，

コネクタ〜ボデー間 導通なし，

0ド 3 N6 ーネス修理または交換

定
電
流
電
源

丄
一
〒

-
1
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トラブルコード1

朽9,18 83-700

朽9,19 53-701

⑵

①

②

③

①ブラシの先端摺動部に傷のないこと，および油，水等の付着がないこと

②ブラシか#摩耗限界まで充分残っていること

：1ブラシの先端摺動面に傷がある場合はスリップリング 

に異物が付着している可能性があるのでスリップリング 

の点検を実施

1ハーネスの目視点検

ハーネスの左図の部分に傷，かみ込みあと，芯線の露出

等のないこと

ブラシホルダ脱着手順

ブラシホルダのコネクタを分離 

ステーよりコネクタを分離

ブラシホルダブラケットを固定しているスクリュ2本

を外す0

ブラシホルダを少し左に寄せながら、後下方に引き出す。
參 一 —

ケースよりブラシホルダを引き出すときはブラシを折 

らないように注意 

ブラシホルダ点検

ブラシホルダのナットにゆるみ等がないことを点検，

ラシホルダコネクタとブラシ，およびブラケット間の導 

通点検

コネクタとブラシ コネクタとブラケット

導通あり 導通なし

：|コネクタとブラシ間の点検時はブラシのサイドで行な 

い，ブラシの先端，摺動部にはさわらないこと。 

ブラシの目視点検

トラブル：^ー ドに基づく点検

不良部品の修理または交換

注意

〉主思



0^
一日。リ交換

—ハーネス，コネクタ修理または交換

アクセルスイッチまたは 
アクセル開度スイッチ交換

N6 アクセル5育またはアクセル開度5西の作動タイ
ミング調整

ついて
いる

E 〇リ交換

- @)

トラブルコード 1、3は消えたか

消えた

コネクタ接触不良

⑪

アクセル開度邠

アクセル5*1 〇

6

广8 7 6 5 \---- 1 4 3 2 1^|
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

「丨9, 21 53-702

トラブルコードに基づ〈点検^——トラブルコード2. 3

〇ラブルコード2 アクセルスイッチ信号系 )

〔トラブルコー厂3 ァクセル開度スイッチ信号#系)

——診断内容----------------------------------------- ^——不具合現象------ ---------------------------------
拳アクセル3评信号系またはアクセル開度3评信号系 鲁発進しない

の断線またはショート 參 秦 鲁クリーブする

鲁アクセルスイッチ不良

鲁アクセル5评またはアクセル開度3…の動作点設定
不良

129



10 3评

£011コネクタ㈣とアクセル3评コネクタ@を
くアクセル5育の点検〉

くアクセル開度5评の点検〉

立
@)

广8 7 6 5 1-- 1 ::祕 1:: 3 2
18 1フ 16 15 14 13 12 11 10 9

(£4)
4

2

ド19, 24 33-705

トラブルコード基づぐ点検 トラブルコード3

E^:リへの入力信号電圧測定

(1) 10 3界〇X
(2) じ⑯とボデーアース間の電圧測定

アクセルを踏んだ時 アクセルをはなした時

日八丁丁電圧 0 V

⑶兄〇〇④とボデーアース間の電圧測定

㈣
アクセルを全開まで踏んだ時 アクセルをはなした時

日八丁丁電圧 0 V

0ド 巳〇じ交換 N6 ^ ⑵で基準値外ならばアクセル5西の点検
(3)で基準値外ならばアクセル開度5西の点検

リ〜アクセル5^またはアクセル開度5西間ハーネス点検

分離する0 

3)各3评の点検

-アクセル3界の点検

©([48)コネクタ⑯端子〜@コネクタ②端子間 

の導通を点検する。

1基準値 「 導通あり

)@コネクタ②端子〜ボデー間の絶縁を点検する。

基準値:| 導通なし

-アクセル開度の点検

①㈣コネクタ④端子〜@コネクタ③端子間 

-の導通を点検する。

1:::::蠢^^：::::) 厂 導通あり

)コネクタ③端子〜ボデー間の絶縁を点検する。

導通なし |

ばジコネクタ①端子〜ボデー間の導通を点検する。

導通あり |

0^ 3 N6 ハーネス.コネクタ修理または交換
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取り外したコネクタを元通り接続する。

10 3评

アクセルを徐々に踏み込んでいきながら、五〇じ⑯と

④端子の電圧を同時に点検する 0

アクセル5西がになつてから

靈^^ アク乍ル開度5西が0「ドになる

議議議戀霞議議戀議^ (下表参照）

アクセル 
5抑⑱丨83”

〇ソ

す8311
アクセル
開度⑽④0V

5#+アクセル開度

-------- 1-------------------------------------------- -------- 1
全閉

ド丨9, 26

全開アクセル 
開度

53.707

「19. 27 53-703

0ド ラブルコード2 拳 は消えたか N6
アクセル5ツまたはアクセル開度5^の 
作動タイミング調整

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード3

アクセル5…，アクセル開度5西作動点検

立

53-706

(1) 10 5^ 〇尸ド

(2) アクセル3冒点検

① アクセル3界コネクタ@の分離

② アクセル3评の①と②間の導通点検

アクセル踏み時(2〜6眼) アクセルはなしたとき

導通なし 導通あり

⑶アクセル開度3评点検

① アクセル開度3评コネクタ@の分離

② アクセル開度3评の③と①間の導通点検

基#!
アクセル踏みこみ時 アクセルはなした時

導通なし 導通あり

〇ド 4 问 <3 アクセル5西またはアクセル開度5评交換

4 アクセル5….アクセル開度5V作動タイミング点検
\

—

/ 
\/

 
\~

/

12
 
3

-

-
- 
X

I
V 
/

-
\
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インヒビタスイッチ

？ 只 ㈤ 0 0$

(:

く|)

へ
(:

？

6 ( (3
(！

(:
！)

(:

〇 (:)

(:)

〇 0

6 5 4 503 2 1
12 11 10 9 8 7

「19.28

ぐ8 フ 6 5 1--- 1 4 3 2
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

83-708

トラブルコードに基づく点検 ラブルコード

ラブルコ ド、4 0レンジ信号系統

——診断内容- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ——不具合現象一一- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

^0レンジ3评信号系統の断線またはショート 籲発進できない

籲インヒビタ3珮不良

書複数のレンジ3评信号が入力された
9

占 松车赌

1
—

2

3

4

5

241

7

9
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10 5^

インヒビタ3评コネクタ@)の分離 

インヒビタの②と⑫間の導通点検

33-710

1 ,へ^\\ 、ンレ、^^^’"卜， 3(X14 5 6
7 8 9 10 11

以. 30

麵

〇レンジ時 0レンジ以外時

導通あり 導通なし

〇民
已〇リへの入力信号電圧再測定 
(〇]参照） N6 インヒビタ5评交換

ラフルコードに基づく点検 トラブルコード4

ど011への入力信号電圧測定

円9, 29 83-709

0^ 巳⑶交換

(1) 10 5^ 01^1 ，，

(2) 五〇じ⑫とボデーアース間の電圧測定

0レンジ時 0レンジ以外時
9 , , ,, ，麄 1 皇奮，#，’一麄.>1 1^ ， |音座，息《|| |

約〇、 日八丁了電庄

N6 [21

インヒビタ5西点検

\

-
/ 
\
-
/ 
\
)

7

12
 
3

/
I
\ 
/

—
\ 
/

—

、へ
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〇 〇5

(:ド 1

(: 2

- (:) 3
、ン-

0
-

4

(: 5
¢1
) (:

() ¢1し
( 12

(: 7

) 9
！)

8
¢1 (1！)

10

1

1 E^L)への入力信号電圧測定
〇沁

E (:リ交換

N6 -

秦9 # 4.

2 インヒビタ5西点検
N6

インヒビタ5…交換

1 | 0^ 1 4 鲁

巳0リへの入力信号電圧再測定 N6
ハーネスまたはコネクタ修理，交換

(1參照）

0^
籲，

0

コネクタの接触不良が’原因
4 ^ 參 、

、，,

#

イン匕ビタスイツチ @)

6 5 4 XI3
2 1

12 11 10 9 8 フ

闩9, 31

广8 7 6 5
\----1 4 3 2

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

53-711

134

ラブルコードに基づく点検 トラブルコード

トラブルコード5 〇5レンジ信号系統

——'診断内容----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

‘ 〇8レンジ3评信号系統の断線またはショート 籲発進できない
:インヒゼタ3 V^ポ良 , -. ソ

複数のレンジ3珮信号が人力された
參〆 \ 秦 も", % パ し

^ 9 %

，’. 心，

占说生 1瞄

0

01

8



83-713

/--------------------- ---〇^^〇

— 「1： 2 3 又 4 5 6
フ 8 〇) 1 0 11

ド；9, 33

10 3界〇尸卩

インヒビタコネクタ^)の分離 

インヒビタ3琢の①と⑫間の導通点検

8191 〇5レンジ時 〇5レンジ以外時

導通あり 導通なし

ラブルコードに基づ〈点検 トラプリレコ

E^^への入力信号電圧測定

53-712

(1)10 3墀

⑵丑〇〇⑭とボデーアース間の電圧測定

基麵
レンジ時 〇5レンジ以外時

約0 V 日ハ丁丁電圧.

0^ 日〇リ交換 N6 2

0ド 巳0 IIへの入力信号電圧再測定 
(田参照) N6 インヒビタ5育交換

\
|
/ 
\

—
/ 
\

—
/

1
2 
3

/
—

\ 
/

—

\ 
/

—

\
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0ド

N6

N6

？ 8 〇 〇5 (2

1

(: 2

0) 3

(: 4

？ 5

0 (:
！)

3 (3 12

0|) 7

〇 (: 9

(:
|)

8

〇
(！ 10

インヒビタスイッチ

6 5 4^ 3 2 1

12 11 10 9 8 7

ド 19. 34

广8 7 6 5 1---- 1 4 3 2 1^|

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

33-714

ラブルコードに基づく点検 トラブルコード6

ラブルコ ド、6 卩レンジ信号系統

——診断内容-------------------------------------- -1 ——不具合現象-----------------------------------------
鲁只レンジ3…信号系統の断線またはショート 鲁発進できない

鲁インヒビタ3貿不良

%複数のレンジ3磾信号が入力された

占 松 里 I瞄

8
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード6

33-716

1 2 5 6
7 8 9 10 11 9

闩9. 36

10 5^

インヒビタ3评コネクタ㈣の分離 

インヒビタ5评の④と⑫間の導通点検

圖

只レンジ時 只レンジ以外時

導通あり 導通なし

0^
已〇リへの入力信号電圧再測定 
(囚參照)

N6 インヒビタ5西交換

已01！への入力信号電圧測定

广8 7 6 5 1--- 1 4
，：：4パ:.'：.:

:：3 2 1^|
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

闩9. 35 53-715

(1) 10 5襌〇X
(2) 五(：1；③とボデーアース間の電圧測定

只レンジ時 只レンジ以外時

約0 V 日八丁丁電圧

〇沁 巳〇リ交換 N6 図

インヒビタ5西点検

\
)
7 
\
-
-
/ 
\
-
-
-

/—
\ 
7
(
\ 
/
-
-
-
V
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導， ， 籲亀， ， 〜 # ？ く 參 ^ 籲 ““ 春—... 趣. ， 脅 # ぜ. 汐 翁，'#,

トラブルコード7 車速センサ信号系

^^^ラプノレコードに基づく点:検一ートラブルコ“ド7

---------------------------------------------------------------診断内容---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

鲁車速センサ信号系の断線またはシ，ョート. ^クラッチが0レンジ車速201^/11以下でも切れない
鲁車速センサ不良 パ.‘..… ：

麵發參拳 # 鼈癱. ‘4 ’ 秦 ，饞.备癱 、^ 參 ，蒙鬱 曹擊,

# 擊

參备鑛 り ， ‘ょ、#- 一 ， ノ ^ -き ^ 餐，

点検手順

1 巳〇リへの入力信号電圧測定
0^

E 〇リ交換

N(3 1 參 -

2
參曹 ； ，翁 擎 參參# # # ’ ‘零.

£0リ〜車速5西間ハーネス点検
N6

ハーネスまたはコネクタ修理^交換

0ド

3 車速センサ作動点検
N<3

車速センサ交換

〇ド 為

日〇リ交換
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53*718 く参ミ

車体をリフトアッ 

已〇じ⑥とボデーアース間にプローブ接続 

エンジンを始動し0レンジでタイヤを回転させる

約5 V
バ値

0 V —

旨〉、テスタを使用する場合は、Xレンジでパーキング 

レーキを外し、タイヤを手で回して点検（10 3界〇⑷

基準:3 ：|ースピードメータケーブル:丨回転間に0^5ソを4回繰り返す

闩9, 38

トラブ/レコードに基づく点検 ラブルコード7

E011への入力信号電圧測定

0ド 巳〇〇交換 N0 2

巳〇リ〜車速5西間ハーネス点検

ぐタコメータ無ン
〇

ぐタコメータ付ン

7 釀 5 1—1 4 3 2
1817161514鼸2い | 18 17 16 15 14 13 12 11 10 1]

@)|

5 4 3 2

「も39 53-719

〇 〇

@)

11 10 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

闩9, 40 33-720

0ド 3

(1) 10 3界

(2) 丑(：じコネクタ@とコンビネーシヨンメータ^)

@を分離する。

(3) (^48)コネクタ⑥端子〜コネクタ③端子
(タコメータ無）または⑥端子（タコメータ付)の導通を 

点検する。

1*1 導通あり

⑷ (3)で点検したハーネ又のボテーとの絶#を点検す冬。

基準値丨 | 導通なし |

⑸@)コネクタ⑨端子〜ボデー間の導通を点検，

する。

|絲値 1 導通あり |

N6 ーネス.コネクタ修理または交換

\~

ノ 
\
^
/ 
\

—
/

12
 
3

771

\ 
/
-
-
\ 
7
(
\
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トラブルコードに基づく点検 ラブルコード7

車速センサ作動点検

ぐタコメータ無ン

へ

㉚

㉞

8 6 5

11 10 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

2

ぐタコメータ付〉

8

㉘
5 3 2

巧. 41 33-721

(1) コンビネーションメータのコネクタ分離

(2) コンビネーションメー タ分離

(3) メータコネクタ@)③端子（タコメータ無）または⑥ 

端子（タコメータ付）〜@(1)端子間にテスタを結ぐ。

(4) スピードメータケーブル接続部をゆっくり回し、導通を 

点検する

導通ありこ導通なしを繰りぎ:

〇沁 日(：リ交換 N6 車速センサ交換
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トラブルコードに基づく点検------- トラブルコード8

にトラブルコード8 ブレーキスイッチ信号糸 リ

—診断内容----------------------------------------- ——不具合現象------ ----------------------------------
癱ブレーキ信号系の断線またはショート 籲急減速時のエンスト

鲁ブレーキ5谔の単体不良

点検手順

ストッマ。 
ランプ5敗

円3. 42 53-722
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トラブルコード8

45 , 33.725

10 3界
ブレーキ3评コネクタ¢1¢を分離 

ブレーキ3墀コネクタ①と②の間の導通点検

ブレーキを踏んだ時]"ブレーキをはなした時

導通あり 導通なし

〇 〇

0ド巳〇リ交換 N6 ブレーキ5…交換

142

トラブルコードに基づく点検

日0リ〜ブレーキ間のハーネス.コネクタ点検

广8 7 6 5 1---1 4 3 2 ハ
18 17 16 攀 14 13 12 11 10 9

@8)

№1

(1) 10 5^

(2) 五011コネクタとブレーキ3评コネクタ

(3)

@をそれぞれ分離する。
@⑮端子〜^)②端子間の導通を点検する

⑷ケ48)⑤端子〜ボデーアース間の抵抗を測定する

(5)而命①端子〜ボデーアース間の電圧を測定する
：：：：源^1^1^謂興:冗 汽義打平！—絲値日八71電圧

0ド 3 N6 ハーネス.コネクタ修理または交換

ブレーキ5…単体点検



4 不具合現象に基づく点検

參
^ %

エンジン始動後も〇しリ丁〇! 丁巳171卩ランプが消灯しない ？144

:- 1IV！または卩レンジでスタータが回らない ^146 :
%

厂

，
V

発進しない I3149

V........................................................................... ............................ 〜蜃国

クリーブする I3150

セレクト操作性不良
# -

户151

(

変速不良 卩152

广

賴

し '- 1 -——

走行中エンジン回転吹上がる 卩153

#

厂

1

し
故障診断表 9丨54
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不具合現象に基づく点検ーエンジン始動後も〇しリ丁〇! 丁日从ドランプが消灯しない

§1ンジン始動後も〇しリ丁〇㈠TEIVIF>ランプが消灯しない)

--------診断内容------------------ -- ----------------------------- 不具合現象---------------------- ^-----------------------------
籲ハーネス、コネクタ不良 春発進できない
鲁イグニッシヨンハ。ルス呆のトラブル 春エンジン回転数を検出できない

籲点火系の不良

籲巳〇リ不良

点検手順

始動

1
@)

5
㉘

イグナイタ

广8 7 6 5 \-- 1 4 3 2
18 1フ 16 15 14 13 12 11 10

「19. 46 53-726

^注意^
イグニッションパルスは高圧のため点検 

するときは注意すること。
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^0じ⑤とボデーアース間にプローブ接続 

エンジン始動 

そのときの波形点検

圓麵

茅補
ヒー:一::—：

麵議

0^ 日〇リ交換 N6 2

日0リ〜イグニッシヨンコイル間のハーネス.コネクタ点検

@)

1
3 ^1

〇 〇

@)
<8 7 6 1--- 1 4 3 2 ハ
18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

「19. 49 53-729

0ド E^リ交換

(1) I 0 3评〇ドド

(2) 丑（：VIコネクタ^)とイダナイタコネクタ@ 

をそれぞれ分離する。

⑶（^)⑤端子〜②端子間の導通を点検する。

(4) (3)で点検したハーネスのボデーとの絶縁を点検する

N6 ハーネスまたはコネクタ修理，交換

不具合現象に基づく点検------- エンジン始動後も〇しリ丁〇け丁巳1\^ランプが消灯しない

1 £01)への入力信号電圧測定
\

—
/ 
\

—
/ 
\
)
/

12
 
3

/\
 
/\
 
771
\
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不具合現象に基づく点検—— -问または卩レンジでスタータが回らなI

问または卩レンジでスタータが回らない ）

——診断内容----------------------------------------- -------- 不具合現象"-----------------------------------------
籲インヒビタ不良 #1^または？レンジにしてもスタータモータほ、回

鲁ハーネス不良 らない
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不具合現象に基づく点検 |\|または卩レンジでスタータが回らなし

インヒビタ5西回路点検

〇 〇

1 2 3
7 8

4 5
11

6
12

/

巧. 51 53-731

0ド 2

(1)インヒビタ3谔コネクタ〔芒11)をハーネスと分 

-離する。

⑵インヒビタ3评の⑨〜⑩端子間の導通を点検す 

る。

问および卩レンジ IV！および卩レンジ以外

導通あり 導通なし

注意

遊び範囲で動かしても導通状態が変わらないこと

N6 インヒビタ5西交換

イグニッシヨン5西〜スタータ間.バッテリ〜スタータ間の導通点検

ド19.52
ゞッテリ士側

ノ\ーネス
53-732

〇

㉘
6 5 4卜く3 2 1

12 11 晒 9 8 フ
2 1

5 4

㉘

円9, 53 53-733

パ。

(&)

6 5 4 ^13 2 1
12 11 10 8 7

以54

(1) 10 5XV 〇ド卩

(2) バッテリ〜スタータ間点検

鲁スタータの;6端子ノ、ー ネスとバッテリ㊉端子ハーネス 

の導通測定

(3) 103评の@)コネクタとインヒビタ3评の@) 

コネクタをそれぞれ分離する。

⑷@>(1)端子〜@)(0)端子間の導通を点検する。

⑸⑷で点検したハーネスのボデーとの絶縁を点検する

導通なし

(6)スタータコネクタを分離する。

⑺（^⑨端子〜端子間の導通を点検する。

(8) (7)で点検したハーネスのボデーとの絶縁を点検する。

33-734

0 ^ 3 N6 ハーネスまたはコネクタ修理.交換
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不具合現象に基づく点、検---------问または卩レンジでスタータが回らない

イグニッシヨン3墀点検

イグニッシヨン3界0ドド

イグニッシヨン3界コネクタ（^1|)を分離する。

イグニッシヨン3评を3 丁八尺丁にして①〜③端子間の

53-735

アース

53-736

16

55

厂19, 56

導通を点検する

スタータとおよびマグネット点検 

左図のように結線しスイッチを入れる

マグネット5育 スタータモータ

テスタ已八丁丁電圧 回転すること

IV[端子に電圧がでてスタータが回転しなければスタータの 

不良と考えられる ’

上の点検はバッテリ上がり等のトラブルを防ぐため素 

早く行なうこと

導通あり

0ド 終了 N6 不良品の修理または交換

3 イクニッシヨン5评，スタータ点検

〇

①②③

 ̂
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不具合現象に基づく点検——発進しない

——診断内容——------------------------------- ——不具合現象-------------- -----------------------------
書アクセル3界，アクセル開度3襌不良 
馨マニアルリンケージの調整不良 
春クラッチ系不良 

-鲁16ハ。ルス系不良

春発進しない

鲁五〇じ不良 鲁辽〇じ電丨原不良 :

点検手順
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不具合現象に基づく点検-——クリ-プする

——診断内容--------------------------------------------------------------------------------------------------------------一一 ——不具合現象一一------------------------------------------------
，アクセル3界もしくはアクセル開度3界の不良 鲁完全停止の状態から走行レンジにシフトすると、
春丘（：0の不良 ずるずる動きだす
#電磁クラッチ本体不良

鲁電磁クラッチ〜圮00間ハーネスの絶縁不良

点検手順

1 クラッチ電流測定

ブラシ ボデーハーネス
ホルダコネクタ コネクタ

尸旧. 57 33-737

(1)サイドブレーキを確実に引き、エンジンアイド 

リングの状態でN—0にシフトし、左図の状態で 

電流値を測定する。

⑵（1)の状態からアクセルペダルを少し踏んだり離 

したりしながら、電流値を測定する。

(アクセル3界を01^/0卩ドさせる）

斧:5鱗く祕:沒娜銳裕鑛滅濟

項：:/翁曇！!:::：:::::::
鐘鐵纖貌發鐵缀議毅懸街霧
圓鉍：。ぶ：:：濯, 
圓議 1111111118:-''丨'しノン..。:.：，，.'、 :-—，ぐ？1':丨纖戀麵

アクセル開放 

(アクセル5西01\1)
0.2〜0,3八

アクセル踏み込み 

(アクセル5育0ド「）
0；八以上

0ドクラッチ交換 N(3 巳〇リ交換
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不具合現象に基づく点検——セレクト操作性不良

セレクト操作性不良

~-診断内容--------- ------------------------------- -------- 不具合現象------------------------------------------

籲ブラシホルダー不良. セレクトレバー動かせない

鲁レバーぬケーフルの不良 動きがかたい

春電磁クラッチ不良
峰 氟隹 费

点検手順
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^19.58 変速 特性 33-738

(1)回転計なしの車は回転計を運転席から見易い場 

所におく

⑵車をリフトアップする（タイヤが空転する程度) 

(3)エンジンを始動したセレクトレバーを〇、〇3に 

シフトし左の変速持性図の中へ入っているか確認

〇ド 終了（取り外したコントロールバルブ不良）|\|6トランスミッション八55 丫不良

不具合現象に基づく点検------ 変速不良

変速不良

——診断内容------------------------------------ ——不具合現象-------------------------- ---------
0VIフルードレべル異常 癱ローのまま変速しない.

鲁トフンスミッションコントロールケーフル 着発進直後、アクセルを踏込んでも車速がでない’
0 參キックダウンしてもエンジン回転が上がらない

暑電磁クラ.ッチ系 離キックダウンなくエンジン回転が異常に上昇する
春コントロールパ'ルブ不良 鲁才ーバレフする

点検手順

変速特性確認

2

エ
ン
ジ
ン
回
転
数
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不具合現象に基づく点検 走行中エンジン回転吹上がる

走行中エンジン回転吹上がる

——診断内容一--------------------------------------------------------------------------------- -------------------不具合現象----------------------------------------------------------------------------------------------

鲁インヒビタ3评不良 #走行中にエンジン回転が吹き上がる

%マニアルリンケージの調整不良またはセレクトケーブル不良

春クラッチ回路または本体不良

離コントロ ールバ、ルフ不良 镛 す

鲁五01)電源系不良
翁べノレトスリップ(金属がこすれ合うような大きな異音がする）

点検手順
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不具合現象に基づく点検——不具合推定箇所一覧表

国不具合推定箇所一覧表

不具合現象 故障推定部位，内容 処 置’

エンストする
ブレーキ3界系.車速5界系.システム 該当部位の点検‘交換

クラツチ温度警報ブザーが鳴

る

スリップリンダに汚れ付着，クラッチ過熱（ク

ラッチ回路抵抗増加），間欠音で鳴る

クラッチ回路の点検

加速不良

ストール

テスト

実施

ストール回転高い

—クラッチトルク低下

電磁クラッチ丸3 8 V点検.交換

ストール回転正常

—プーリ比がオーバードライブ側に

固定になっている

コントロールバルブの点検.交換

ストール回転低い一^エンジントルク

低下-クラッチトルク過大ホ

エンジンの点検

クラッチ点検，交換

走行レンジにすると突然クラ

ツチがつながりエンスト

クラッチ回路㊀側とボデーアースとのショート クラッチ回路の点検

301^/11以上の一定速でエンジ

ン回転ふらつく

クラッチトルクの異常な低下

車速3界またはスピードメータケーブル不良

クラッチ点検|車速入力波形点検

スピードメータケーブル点検

10〜20—/11でアクセル開放

—踏みこみ時ショツク大

最低変速ライン合っていない 最低変速ラインの確認

走行中突然ブザー鳴り、クラ

ツチが切れた

クラッチ回路の断線または接触不良 クラッチ回路の点検

減速時なかなかクラッチが切

れない

車速3评系不良 車速3界信号系点検

走行中（201^ル〜）アクセル

を開放するとクラツチ切れる

ブレーキ3评系不良 ブレーキ3界系点検

ぐ注記〉ホ可能性としては低い
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不具合現象に基づく点検——不具合推定箇所一!!表

該当個所が

@:故障している可能性が高い 〇：故障していることがある ム：故障しているときがまれにある
1

セ

バ

イ止
置

推定個所

セ
レ
ク

卜
ケ

1
ブ
ル

=1卜 
ンラ 
トン 
ロ ス

1 5
ノレツ 
ケシ

1 3
ブン
ル

，電
磁
ク
ラ
ツ
チ.
回
路

ブ

シ
ホ
ル
ダ

卜

ン
スぐ
ツ
シ
3
ン
本
体

車
速
セ
ン
サ
系

アア 
クク 
セセ 
ルル
開5 
度西
5

系

イ
ン
ヒ
ビ
夕
5

系

0
じ

0
V
丁
フ
ル ：:

1
ド

1

推定原因 調整不良
調整不良 
ケーフル不良 
ライナ劣化

断線.シヨート 
絶緣不良
ベアリングの口 
ック，スリップリ 
ング汚れ

絶綠不良

メータケー 
ブル不良 
センサ不良 
ハーネス不良

調整不良
ノ、ーネス不良 
スイツチ不良

調整不良
ハーネス不良
スイツチ不良

/

油量不足

スタータが回る 〇

発進しない 〇 @

発進時エンスト 0

クラッチがすぐつな

がる 0
-

八

発進時シヨック大 八 八 〇

クリーブする ❹ 八

0
ま
た
は
尺

変速しない

し〇…のまま 〇

不 アクセルを踏んでも 
変速しない
00(7)まま

〇

ストール回転が低い 0 0

具 ストール回転が高い 0 0

走行中エンジン回転

が吹き上がる
〇

N4?または8時ギヤ鳴き 〇 - 八
/ 〇

N—0または狄刀換不能 0 〇
/

〇

現

車速201^1/卜以下でも

クラッチ切れず
〇

0—05時エンジンブ

レーキ効かず
-@ 〇

(〇5ソレバド）’

參

象 〇5 0—05シヨック大 〇

0—05時エンジン回

転吹き上がる
〇 〇

0—05切換不能 〇

車が確実に止らない
>1

〇

戸 卩ご卩切換不能 〇 -， 〇

？レンジ以外にして

も？を解除できない
〇
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